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ケイト・アレッシア・マカロン 

年齢：２４歳 

性別：女性 

出身地：オーストラリア連邦・ 

クイーンズランド州・ブリスベン 

 

グエン・タイン・ダット 

年齢：２３歳 

性別：男性 

出身地：ベトナム社会主義共和国・ 

ハナム省・キムバン県 

２０２４年７月～８月に２人の国際交流員が着任しました。国際交流員は、市民の多文

化共生や国際化推進に資することを目的とします。今まで市内の学校等からいただいた

依頼をいくつかご紹介します。 

 

児童クラブ訪問： 

つるおか児童クラブ： 

国際交流員は１，２年生とベトナムで人気の遊びをしました。今回もベトナムのジャンケンをし、

子どもたちは上手にベトナム語で言えるようになりました。もう一つのゲームは「ジェスチャー・

ゲーム」で子どもたちは動物の名前が書かれたくじを引いて、ジェスチャーだけで他のチーム

のメンバーに引いた動物の特徴を伝えました。カンガルーや象等、ベトナムとオーストラリアに

いる動物のカードをたくさん使いました。（２月５日） 
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ひがし児童クラブ： 

国際交流員はひがし児童クラブに行って、子どもたちとベトナムで人気の遊びを一緒にやりま

した。今月の新しいゲームは「チョイ・チュイエン」というゲームで箸の１０本と一つのテニスボ

ールを使いました。ボールを投げ上げ、ボールが落ちる前に 1～10 本の箸を拾い上げ、再び

ボールをキャッチする遊び方です。ゲームで 10 ラウンドあり、それぞれのラウンドでは適当な

箸の数を取って、最後のラウンドまで完了したら勝ちになります。（２月２６日） 

 
 

学校訪問： 

佐伯東小学校： 

２月１３日に国際交流員は４，５年生の授業に入りました。４年生は英語で学校の中で好きな

場所まで案内してくれました。その後、５年生は、英語で佐伯市の好きな食べ物について発

表をしてくれました。最後に、４年生と給食を食べました。子どもたちが国際交流員の母国に

ついていっぱい質問をしてくれてうれしかったです。（２月１３日） 

 

ケイトの英会話： 

A) ケイトは１週間半ぐらい帰国したため、２月は１回だけ英会話をやりました。今月は違うや

り方でケイトは英語でオーストラリアについて発表をしながら、参加者はオーストラリアにつ

いて質問をしてくれました。（２月２８日） 
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観光まちづくり佐伯事業（特産品ポップ作りワークショップ）： 

ケイトは市内の小学生 11 人と一緒に、佐伯の食べ物に関するポップを作るイベントに参加し

ました。まず、佐伯市の有名な食べ物を食べて、子どもたちは日本語でポップを書き、ケイト

はそれを英語に翻訳するのを手伝いました。子どもたちは「とても楽しかったし、外国人と話せ

てよかった」と言ってくれました。（２月１日） 

 

 

佐伯本まぐろフェア： 

A) 国際交流員はまぐろフェアのプレスリリースに参加して、はかまを着て、佐伯市長等とまぐ

ろ丼を食べて、感想を言いました。はかまを着ることが初めてで、佐伯市のまぐろも初め

て食べて、とてもいい経験でした。魚はとてもおいしかったです！（２月６日） 
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渡町台小学校全国英語大会： 

国際交流員は渡町台小学校にある全国英語大会に参加して、全国の英語教師と４，５年生

の子どもたちの発表を聞いたり、英語で質問をしたり、感想を言ったりしました。最初に子ども

たちの発表を聞いた時と比べたら、とても上手になっていて、驚きました。（２月７日） 

 

 

グラッドストン市と佐伯市の絵画展イベント： 

２月１１日から２０日までグラッドストン市と佐伯市の絵画展イベントを開催しました。グラッドス

トン市では、小学生が「オーストラリア」をテーマに絵を描きました。併せて、グラッドストン市の

市民が撮影した作品を展示しました。佐伯市は、「高山辰雄賞ジュニア美術展」へ出品され

た作品の中から小学生各学年 2 点、中学生各学年 1 点の合計 15 点を選出しました。グラ

ッドストン市では、今年は４月から５月にかけて絵画交流展が開催される予定です。（２月１１

～２０日） 
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大分ふるさと CM 大賞： 

国際交流員は「大分ふるさと CM 大賞」という大会のために、佐伯市の PR ビデオの録音をし

ました。佐伯市は何番になるかを知りたかったら、３月１２日午後６：３０から大分朝日放送

（ＯＡＢ）のチャンネルで見られます！是非佐伯市と私たちの PＲビデオを応援してください。

（２月１２日） 

 

 


